
　成人式直後から新成人の発熱患者が殺到しまし

た。話を聞いていると、やはり成人式後の同窓会な

どが感染の場になったようでした。今年の新成人の

みなさんにとってはとてもつらい思い出になってし

まったかもしれません。１月13日にはついにPCR検

査が１日100件以上となりました。ふだんの外来で

は１日平均100人前後の患者さんがこられているわ

　年末年始、発熱外来でPCR検査が必要な患者さん

は当院で対応することになっていました。12月の時

点で全国的に少しずつコロナ患者さんが増えつつあ

るという報道がありましたので、年末の帰省で感染

拡大が起こるのではないかと予想していました。そ

して、予想は当たることになります。１月２日は休

みの日ではめずらしく９件のPCR検査を行いまし

た。正月休み明けの１月４日には朝から電話がひっ

11月27日には久しぶりに職員全員で慰労会を行いま

した。一年間の振り返り、また新入職員が増えたこ

ともありこれ

までの沢田内

科の歩みにつ

いても美彦か

ら講演があり

ました。食事

をとりながら

ではありまし

た が 、 6 0 分

以上にわたり

沢田内科イズ

ムが注入され

ました。

　前回のニュースレター発行後、令和３年11～12月

はコロナの波が

去って穏やかな

時間を過ごして

いました。残業

も 目 に 見 え て

減 っ て い た の

で、職員も少し

は自分の時間が

持てたのではな

い か と 思 い ま

す。当院でもコ

ロナワクチン接

種が一段落し、

■つかの間の平和
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2022年、コロナとの戦い3年目のはじまり。（澤田直也）

■そして第６波にのまれゆく弘前市

■年末年始の不穏な日々

　
きりなしに鳴り響き、結果的に20件のPCR検査を行

いました。年末年始も毎日出勤しておりましたの

で、全く休んだ気がしませんでした。その後も毎日

のように発熱患者さんが増え続け、12月とは全く状

況が異なってきていると肌で感じました。成人式、

そしてその後の飲み会が次のきっかけになることは

火を見るより明らかでしたので、医師会長の美彦を

通じて弘前市長に成人式の時に注意喚起していただ

くようお願いしました。

けで、発熱患者さんを追加で100人以上診察するこ

とになると、採血検査、腹部エコー、内視鏡検査を

する余裕がなくなってしまいました。駐車場の問題

もありますし、検査しても事務処理が追い付かなく

なり、夜遅くまでの残業を余儀なくされました。ま

た診療時間内は電話対応が多くなり、いったんやり

かけた仕事の手を止めなくてはならならず、仕事が

後手後手に回って大変なことになりました。一部の

患者さんには特定健診やがん検診、内視鏡検査を延

期してもらうことにしました。

■職員が４人もコロナ感染に。

　あけましておめでとうございます。開業して２回目の新年を迎えました。

一昨年の４月に開業して即コロナとの戦いに突入したため、思い描い

ていたような開業医生活とは程遠く、野戦病院のようにバタバタした

日々を送っています。今年もよろしくお願いいたします 　そして１月12日に１人、20日に１人、24日に１

人、26日に１人職員が陽性となりました。いずれの

方も症状はのどの痛みや微熱など、幸いにして重い

症状ではありませんでしたが10日間自宅療養するこ

とになり、とても不安な日々を過ごすことになりま

した。他の職員、入院患者さん、付き添いの方、清

掃員を含めPCRは陰性でしたし、時間差もあったた

め院内感染は否定的でした。弘前市内はもはやどこ

で感染したかもわからない状況でしたので、感染経

路についてはわかりませんでした。12日に陽性と

なった職員は22日に無事回復し、他の３人も２月上

旬には自宅療養を終え職場復帰する予定です。

■第６波の収束のために。

　コロナの特効薬の話がマスコミに出てきてはいま

すが、まだインフルエンザに対するタミフルのよう

に臨床の現場で気軽に使えるわけではありません。

たくさんのコロナ患者さんをみていますが、処方し

ているのはいつもの風邪薬だけです。今回の第６波

は特効薬なしで抑えていかなければなりません。そ

のためには感染の範囲を確定するために、風邪症状

のある方を早めに検査して陽性か陰性かをはっきり

させる必要があります。そのために当院では積極的

にPCR検査を行っています。ただ、全国的にこれま

でにないほど感染が拡がっているので、検査試薬

（PCR検査をするために必要な薬）が手に入りにく

くなっています。いつまで今のペースで検査ができ

るかわかりませんが、最新の情報は沢田内科医院の

ホームページにアップしていきたいと思いますの

で、アクセスできる方はそちらもご覧いただければ

と思います。
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3回目のコロナワクチン接種に関して（澤田直也）

　弘前市の方から１月最終週に２回目接種から６か

月経過した方から順に３回目の接種券が発送になる

と連絡がありました。２月１日より予約が開始にな

る見込みです。これまでの接種と異なる点について

いくつかお知らせしたいと思います。

　当院では１,２回目のワクチンはすべてファイザー

社のものを接種しました。昨年は約18000回の接種

を行いました。３回目のワクチンはファイザー社と

モデルナ社の両方で対応することになります。

　当院には西目屋村分としてファイザー社のワクチ

ン１箱分だけ、弘前市分としてはモデルナ社のワク

チンが10箱(2000人分)届いています。モデルナ社

のワクチンは１バイアルから10人分とらなければな

らないため、これまでは余りが少なくなるように主

に大規模接種で用いられました。今回はファイザー

社分だけでは足りなくなることが予想されること、

感染拡大の中で予防接種を急がなくてはならないこ

とから交差接種（１,２回目とは別な製品を接種する

こと）が認められることとなりました。

　モデルナ社のワクチンはファイザー社のよりも副

反応が強いと言われていますが、モデルナ社製ワク

チンは今回１,２回目の半量になります。つまり１バ

イアルから20人分とることができます。半量になる

分、モデルナ社製ワクチンの副反応は１,２回目より

は小さくなるかもしれません。また、交差接種の場

合は同じ製品を接種するよりも抗体が多くなること

が知られています。特にこだわりがない場合は、早

く接種できるモデルナ社製での接種をすすめること

になります。

　３回目接種の目的は重症化予防です。まったく感

染しなくなるわけではありませんが、感染して命を

落としたりすることがないようにできる（今のとこ

ろ）唯一の方法と考えられるため、希望者には接種

を推進していきたいと思います。



果的には私は10日間連続でPCRは陰性であ

り、妻は重症化することなくスムーズに軽

快、娘は１日だけ37℃台後半の発熱があったものの

２回目のPCRでも陰性、息子は全く問題なしで10日

間の自宅療養は幕を閉じた。いろいろなところから

差し入れや、応援のメッセージをいただきながら無

事に家族全滅を回避することができた。子供まで感

染がいかなかったのは単に運がよかったとしか言い

ようがない。小学校や保育園の再開は母親の自宅療

養があけてからさらに10日間自宅で様子をみてから

解除するようにと保健所から指導があったため２月

２日以降になっていた。しかし冬休み明け小学校、

中学校、児童館などで多数の陽性者が出て、家の外

もかなり危険な状態となっていた。１月24日には弘

前市だけにまん延防止等重点措置が適用されること

となった。26日時点で当院の職員だけでも４人目が

陽性となり自宅療養になっていた。感染の拡がりが

大きくなり、いつどこで誰が感染してもおかしくな

い、そんな１年の幕開けになった。

こで問題になるのは私の身の振り方である。

沢田内科医院の院長としては感染防止の観点

からひとりでもホテルや院長室に籠城して10日間過

ごすのが最も理にかなった方法である。しかし、力

の有り余ったちびっこ二人を妻一人にまかせていて

はとても持たない。医療従事者である以前に一人の

父親として、家から出るわけにはいかなった。そこ

で家に戻るときはN95マスクをして、妻との会話は

２m以上距離をとって行うこととした。子供は発熱

したらそのときに考えよう。10日間何もなければ

ラッキーということで療養を開始した。

　 そ

が陽性になったということは、毎日母親に

べったりくっついている息子、娘は相当な濃

厚接触者にあたる。家の中でマスクをつけてくれる

わけもなく、別室で過ごすことも不可能である。保

健所からはホテル療養を勧められたが、子供たちと

別れて過ごすことは現実的ではなく、祖母や叔母宅

厚接触者は「１m以内」「マスクなし」「15

分以上」と定義されている。職員では私、美

彦、義姉を濃厚接触者とし、それ以外の職員、付き

添いの方、清掃員を検査することとした。幸い全員

陰性であった。今の日本ではほぼ全員がマスクをし

て生活している中で、マスクなしで15分以上同じ部

屋にいるのは近しい人との食事の場面がもっとも多

い。まん延防止等重点措置で飲食店に時短要請が出

るのはそのためだ。あとは職場での昼食や休憩時間

が最も危険な時間帯である。昨年８月の厚生労働省

からの通達により、医療従事者は毎日PCR検査ある

いは抗原検査で陰性が確認されて、症状がなければ

そのまま勤務を継続してよいことになっている。私

たちは10日連続鼻に綿棒を入れられて検査してから

診療にあたることになった。
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に疎開してもそこで発症して感染
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で籠城する方針となった。もともとこういった事態
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濃厚接触者の家族としての経験 （澤田直也）
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もう一つの「忘己利他」も「一隅を照らす」と同じ

く「山家学生式」の中にある言葉です。「忘己利

他」は「もうこ りた」と読みます。文字通り解釈す

ると「自分を忘れて他人のためにつくす」というこ

とです。

私たち人間は往々にして自分本位に物事を考えてし

まいがちです。というより、それが普通です。しか

し、「忘己」ではあるが、我欲は一旦わきに置いて

という意味であって、決して自分のことはどうでも

いいということではないと思います。「衣食足りて

礼節を知る」ということわざがあります。着るもの

や食べるものが十分にあって初めて、人は礼儀や節

度をわきまえるようになるということです。これに

通じるものがあります。

沢田内科医院では「患者中心主義」で

はなく「職員中心主義」だと話してい

ます。自分の生活がきちんとしていな

い人が患者中心の医療を提供できるわ

けがないと思っているからです。最澄

の教えも、「自分のことはさることな

がら他の人のために尽くすことが最高

の慈悲である」と言っているのだと私

は解釈しています。

このように、「一隅を照らす」という

ことと「己を忘れて他を利する」は同

じことなのだと分かります。私たちは社会の中で暮

らしています。その社会の中ではどのような仕事も

必要とされています。幸いなことに、私たち医療従

事者の仕事は直接他の人たちのためになっているこ

とがすぐに分かる仕事です。私たちは恵まれた立場

で仕事をしています。自分たちが普通に仕事をして

いること自体が一隅を照らすことになるのですか

ら、これほど恵まれている仕事はありません。

「照千一隅　忘己利他」、新しく医師になる若い人

たちに望むだけでなく、私自身もこれまでと同様こ

の精神で進んでいきたいと思っています。
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昨年12月、弘大医学部同窓会鵬桜会理事長として医

学部の卒業アルバムに載せる色紙に座右の銘か何か

を書いて欲しいと依頼されました。いろんなことを

やってきましたが、色紙を依頼されたのは初めてで

した。

早速、ジュンク堂で何種類かの筆ペンを手に入れ

ちょっと書道の練習をしました。そして気に入った

筆で、「照千一隅　忘己利他」と書きました。私が

もっとも強い影響を受けた弘前高校の小田桐孫一校

長から教えてもらった言葉です。これから医師とし

て世の中に飛び出す医学部の卒業生の心のどこかに

留め置いてもらいたいと思いながら書きました。

「径寸十枚是れ国宝に非ず

　一隅を照らす此れ則ち国宝なり」

「お金や財宝は国の宝ではなく、家庭

や職場など自分が置かれた場所で光り

輝 く こ と が で き る 人 が 国 の 宝 で あ

る。」という意味です。つまり、「一

隅を照らす」とは、どのような経済的

な状態であっても、どのような社会的

立場にあっても、それぞれが生活や仕

事を通じて自分の周りの人たちのため

に努力し実行することです。このよう

な姿勢で毎日を送っていれば、必然的

にその場では欠くことのできない存在

となり、社会からも必要とされる人間になっていき

ます。

この言葉は、約１２００年前に比叡山の延暦寺を開

いた最澄が、修行する若いお坊さんたちのために説

いた「山家学生式（さんげがくしょうしき）」の中

にある言葉です。ちなみに、山家とは延暦寺の別称

で、学生は仏教の修行をする僧、式は心得という意

味です。

「己を忘れて他を利するは慈悲の極みなり」

『照千一隅　忘己利他』（澤田美彦）


